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日米のアニメーションに描かれた対人葛藤状況の比較：「ちびまる子ちゃん」と「ザ・シンプソンズ」の内容分析

問　題
　対人葛藤のあり方には、文化差があることが知られて
いる。本研究は、日本とアメリカのテレビ ・ アニメーショ
ンに焦点をあて、物語の中に対人葛藤の文化差がどのよ
うに反映されているのか分析することを目的とした。題
材として、それぞれの国で広く知られている「ちびまる
子ちゃん」と「ザ ・ シンプソンズ」をとりあげた。作品
の中で描かれた対人葛藤場面の内容（葛藤争点、処理方
略、処理結果）を分類し、数量的指標を用いて両国間の
差を検討した。

対人葛藤と文化差
　対人葛藤（interpersonal conflict）とは「個人の行動、
感情、思考の過程が、他者によって妨害されている状態」

（Kelly，1987；加藤，2003）のことである。対人葛藤の
あり方は文化によって異なることが知られており、近年
は社会のグローバル化を背景に、葛藤にどう対処し解決

しているのかという対人葛藤の処理方略について関心が
高まっている

（２）

。
　対人葛藤に関連してみられる文化差のひとつは、葛藤
争点に関するものである。葛藤争点とは、個人が対人関
係において葛藤として知覚する経験、すなわち葛藤の原
因となる事象である。大渕 ・ 小嶋（1998）は葛藤争点を
以下の７つに分類している。⑴個人的攻撃 ・ 軽視、⑵活
動の妨害、⑶関係ルールの違反、⑷意見 ・ 慣習の不一致、
⑸意思疎通の不足、⑹利害の対立、⑺身体的危害 ・ 生理
的不快。彼らは、日米の大学生に質問紙調査を実施し、
日本人学生は意思疎通の不足を葛藤として最もよく知覚
し、アメリカ人学生は個人的攻撃 ・ 軽視を最も頻繁に経
験していることを明らかにした。また、意見 ・ 慣習の不
一致については、日本人学生よりアメリカ人学生のほう
が多く経験していることを示した。
　葛藤処理方略の文化差についても数多く研究がなされ
ている。このうち、方略の類型に関する代表的研究に
Rahim & Bonoma （1979）がある。彼らは自己志向性（行
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為者自身の関心事を満たす程度）と他者志向性（葛藤相
手の関心事を満たす程度）の２つの次元で対人葛藤対処
を整理し、処理方略のスタイルとして⑴統合（integrat-
ing）、⑵支配（dominating）、⑶回避（avoiding）、⑷服
従 ・ 譲歩（obliging）、⑸妥協（compromising）の５つを
提出した。加藤（2003）は日本の大学生を対象にした調
査を行い、葛藤の対処に、Rahim & Bonoma （1979）と
同様の構造がみられることを示している。さらに加藤

（2003）は、５つの方略がそれぞれ用いられやすい程度を
測定する尺度を作成している。こういった葛藤処理方略
における文化差を検討したものとして、Ohbuchi，
Fukushima，& Tedeschi（1999）がある。彼らは日米の
学生に質問紙調査を行い、用いられやすい処理方略を調
査した。その結果、アメリカでは、自分の要求実現を優
先し、相手を従わせようとする処理方略が最もよく用い
られることを示した。一方日本では、葛藤の顕在化を避
け何事もなかったように振る舞う回避方略が最も典型的
な方略であることを示した。また、Ohbuchi，Sato，& 
Tedeschi（1999）でも、日本人は回避方略を好み、アメ
リカ人は主張方略を好むことが指摘されている。
　対人葛藤のあり方や葛藤処理方略に文化差が生じる背
景について、兪（2016）は対人葛藤の処理方略に関する
これまでの文化差研究を概観している。この論考では
Triandis（1988）が強調した“個人主義と集団主義”の
分類枠組みをふまえ、集団主義文化では他者志向性の強
い方略が選択され、個人主義文化では自己志向性の強い
方略が選択されると結論づけている。
　これら葛藤および処理方略の文化差は、幼児や児童に
もみられることが明らかになっている。たとえば、
Zahn-Waxler et al.（1996）はアメリカ人と日本人の幼児

（48ヶ月から70ヶ月）にいくつかの葛藤場面を示して、そ
れぞれの場面で自分だったらどう感じるか、どう行動す
るかを、予め用意された選択肢の中からひとつ選ぶよう
に求めた。分析の結果、アメリカ人の子どもは日本人の
子どもより、複数の場面を通して怒りを示しやすく、攻
撃的な行動や言葉を用いやすかった。対人葛藤場面でア
メリカの子供は肯定的 ・ 否定的な行動両方を日本の子供
より起こすことが示され、複雑な解決方略が形づくられ
ていると論考されている。また Maruyama et al.（2015）
は、日本 ・ 中国 ・ 韓国の３〜４歳および５〜６歳の子供
に物語の続きを作る課題を行なった。物語の内容を分析
したところ、日本の３歳児は他２国よりも、資源不足場
面で妥協や統合方略を用いやすかった。

文化的スクリプトとしての対人葛藤
　葛藤処理方略の文化差が形成されていくプロセスには、
様々な要因がかかわっている。丸山（2018）は、親の養
育態度、保育園 ・ 幼稚園 ・ 学校などの施設での教育、文

化的な背景（教科書 ・ 学校行事 ・ カリキュラム ・ テレビ
の教育番組）、子どもたちの相互の影響などがあると指摘
している。これら様々な要因が文化差形成にかかわる際
に、共通して使用される素材が、絵本や童話、歌 ,テレ
ビ番組や映画などの日常的に触れる文化的な創作物であ
る。子どもはこれらを通じ、自らが所属する社会におけ
る文化のパターンを学習していく。東（1997）は、この
文化のパターンを「文化的スクリプト」とよび、社会や
文化の中で規定される、規範 ・ 思考様式 ・ 大人のもつ発
達期待といった文化の中に存在するパターンと説明して
いる。文化的スクリプトは物語の構成や生成の枠組みに
存在すると同時に、学校での教育方法 ・ 家庭でのしつけ
や、対人コミュニケーションにも存在する。東（1997）
は、子どもに対するしつけ方略はアメリカでは権威やルー
ルに訴えて子どもをコントロールする一方、日本では因
果関係や人の気持ちによる説明によって、子どもを理由
づけて説得する傾向が多いと論考している。
　さらに、文化的スクリプトは、メディアの内容にも存
在することが明らかとなっている。日米の教科書比較研
究ではストーリーのテーマに違いが見られ、日本では温
かい人間関係を扱ったテーマが多く、アメリカでは自我
の確立や自立心を扱ったテーマが多いと論考されている

（今井，1990）。また日英の教科書比較研究 （塘 ・ 真島 ・
野本，1998）においては、イギリスの教科書ではプライ
マリーコントロールに対応する対処行動が優勢であり、
日本の教科書は、セカンダリーコントロールに対応する
行動が優勢であると分析されている

（３）

。また、児童書の比
較研究では ,日本の主人公は周囲の状況や他者の言動を
受け入れる傾向が多く見られ、アメリカの主人公は周囲
の状況や他者に影響を及ぼす傾向が見られると示されて
いる（風間 ・ 唐澤，2007）。
　本研究が焦点をあてる対人葛藤状況についても、文化
スクリプトの文脈から研究が行われている。例えば神尾 ・
高橋（2012）は、日米それぞれで製作された「小公女」
の映像作品を分析した。その結果、日本作品では自分を
抑えて対立を顕在化させない回避方略が多くとられ、ア
メリカ作品では自分の要求実現を優先して相手を従わせ
ようとする解決方略が多く採用されていたと論考してい
る。また小嶋（2011a b）でも、日本国内で親しまれてい
る絵本や、日本昔話に描かれた対人葛藤について内容分
析が行なわれている。

本研究の目的
　本研究では、対人葛藤のあり方や葛藤処理方略の文化
差形成に影響を与えるものとして文化的スクリプトに焦
点をあてる。中でも、子ども向けの作品に対人葛藤がど
のように異なって描かれているのかに注目する。これま
で行われた文化的スクリプトの文化差研究でも、対人葛
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藤を扱ったものは存在しているが、質的分析が中心であ
り、量的な指標を用いて文化差を確認した研究は十分で
ない。
　分析対象についても、教科書や児童書などの書籍や、
映画などの映像に限定したものはあっても、現在多くの
子どもが日常的に接していると考えられるアニメーショ
ンに着目した研究は少ない。日本社会において、小学生
以下の子どもがテレビ・ビデオ視聴をしている割合は95％
で、そのうち95％が２歳までに視聴を開始している（マ
クロミル，2004）。日本放送協会の幼児視聴率調査では、
過去5年間で幼児によく見られている番組の上位10番組の
うち、少ない年でも４番組、多い年では７番組がアニメー
ションであった（安楽，2013；渡辺，2014；吉藤，2015；
星，2016；星 ・ 渡辺，2017）。このように、アニメーショ
ンは、子どもが日常生活で頻繁に接する文化的メディア
のひとつであるといえる。また、テレビ番組でのアニメー
ションは、視聴率や人気によって番組が評価されるため、
シリーズ継続のためには、大衆に受け入れられやすい内
容であることが必要となる （神尾 ・ 高橋，2012）。これら
の点から、メディアの中でもテレビ ・ アニメーションに
は、文化的スクリプトが大きく影響を与えているものと
推察される。
　以上をふまえ、本研究では、子ども向けアニメーショ
ンの中に描かれた、葛藤争点、葛藤処理方略について分
類する内容分析を行い、これまでの対人葛藤に関する文
化差の知見を、数量的な指標を用いて確認することを目
的とする。この目的に沿い、本研究では日本で制作され
たアニメーションと、アメリカで制作されたアニメーショ
ンの比較を行う。日本とアメリカのアニメーションを対
象としたのは、従前の比較文化研究において、日本は集
団主義的文化でアメリカは個人主義的文化という、それ
ぞれ異なった文化に含まれるものと位置づけられ（Trian-
dis（1988））、関連の日米比較の研究結果をふまえた論考
が行いやすいと考えたためである。
本研究の仮説　上記の目的に沿い、本研究では以下の２
つの仮説を設定した。
仮説１：対人葛藤場面の葛藤争点として、日本では意思
疎通の不足、アメリカでは個人的攻撃 ・ 軽視および意見 ・
慣習の不一致が多く描かれる。

　大渕 ・ 小嶋（1998）の葛藤争点の分類および比較
文化研究では、日本人は意思疎通の不足を葛藤とし
て最もよく知覚しており、一方アメリカ人は個人的
攻撃 ・ 軽視を最もよく知覚し、また意見 ・ 慣習の不
一致を日本人よりも多く知覚していた。この研究結
果に基づき、日本のアニメーションでは意思疎通の
不足が対人葛藤として多く描かれる一方、アメリカ
のアニメーションでは個人的攻撃 ・ 軽視および意見 ・
慣習の不一致が対人葛藤として多く描かれると予測

した。
仮説２：葛藤場面の葛藤処理方略として、日本では回避
および服従、アメリカでは支配が多く用いられる。

　対人葛藤の比較文化研究（Ohbuchi, Fukushima, 
& Tedeschi, 1999；Ohbuchi, Sato, & Tedeschi, 
1999；兪, 2016）では、日本では回避方略や、他者
志向性の強い方略といった葛藤処理方略が多く用い
られることが示されている。これは、Rahim & 
Bonoma（1979）の回避スタイルおよび服従スタイル
に相当すると考えられる。一方、アメリカでは対決
方略、主張方略、自己志向性の強い方略といった葛
藤処理方略が多く用いられることが示されている

（Ohbuchi, Fukushima, & Tedeschi, 1999；Ohbuchi, 
Sato, & Tedeschi, 1999；兪, 2016）。これは、Rahim 
& Bonoma（1979）の支配スタイルに相当すると考
えられる。このことから、日本のアニメーションで
は葛藤場面において、回避および服従が葛藤処理方
略として多く用いられる一方、アメリカのアニメー
ションでは支配が葛藤処理方略として多く用いられ
ると予測した。

分析対象と分析項目
　分析対象とする日米のアニメーションの選択に際して、
それぞれの国で親しまれている大衆向けのテレビ番組で
あること、登場人物が人間であるアニメーションである
こと、現実に起こる対人葛藤場面が類似しやすくなるこ
とを留意した。その結果、日本のアニメーションは、2017
年６月27日時点で、視聴率調査を行っているビデオリサー
チにおいて視聴率が高く、アニメーション資料が入手可
能であった「ちびまる子ちゃん」を分析対象とした。ア
メリカのアニメーションは、2017年６月27日時点で、
RankerのThe Best Kids Cartoons of All Timeにおいて
ランキングが高く、日本において吹き替え版のアニメー
ション資料が入手可能であった「ザ ・ シンプソンズ（The 
Simpsons）」を分析対象とした。
　また、葛藤の描き方に文化差がみられるかを比較する
ために、まず両番組の中から葛藤場面を抽出し、各場面
の内容について、⑴葛藤争点、⑵葛藤処理方略、⑶処理
結果、の３点を分類した。このうち葛藤争点については、
仮説１を検証するために設定した。葛藤処理方略につい
ては仮説２を検証するために設定した。また本研究の分
析対象は物語という構造をもったものであり、葛藤当事
者にとって葛藤処理がどのような結果で終わったのかに
ついても、スクリプトを理解する上で重要と考え、処理
結果を第３の分類点として加えた。



― 16 ―

立正大学心理学研究年報　第11号

方　法
分析材料
　表１は本研究で分析を行った作品の一覧である。分析

した話数は、「ちびまる子ちゃん」が15話、「ザ ・ シンプ
ソンズ」が13話である。なお、両アニメーションとも１
話あたり23分で構成されていた。

分析手続き
対人葛藤場面の抽出　本研究では、「葛藤当事者が不快な
表情や困った表情を見せたとき、反抗したときといった、
葛藤当事者が葛藤相手の言動を葛藤として捉えたとき（葛
藤当事者の反応があったとき）に、何らかの葛藤処理方
略がとられた場合」を、対人葛藤場面とした。また、抽
出する場面は、葛藤当事者と葛藤相手が対面状態にあり、
葛藤当事者に対して葛藤相手が１名である状況に限定し
た。例えば、本研究においては、電話越しの会話や、夢 ・
妄想 ・ 回想の出来事、ゲーム内のアバターを介した行動
などは除いた。葛藤内容の区切りは、個人の一連の言動
から、別の個人の言動に移るまでとした。その際にカテ
ゴリーの異なる葛藤争点があった場合は、別の葛藤とし
て数えた。
　また、以下に記す葛藤場面の内容分類に先立ち、場面
ごとに「葛藤当事者」と「葛藤相手」を明確化する作業

を行なった。葛藤当事者は、一般的に設定されている主
人公に限らず、「物語において対人葛藤を知覚し、その葛
藤に対し葛藤方略をとる人物」を対象とした。一方、葛
藤相手は「葛藤当事者が葛藤を抱える人物」とした。
葛藤争点　葛藤争点については、大渕 ・ 小嶋（1998）の
分類を参考に、個人的攻撃 ・ 軽視、活動の妨害、関係ルー
ルの違反、意見 ・ 慣習の不一致、意思疎通の不足、利害
の対立、身体的危害 ・ 生理的不快の７カテゴリーに振り
分けた。以下が葛藤争点の７カテゴリーの分類基準と具
体例である。

⑴個人的攻撃 ・ 軽視：侮辱、批判、差別、軽視など
非好意的な扱いを受ける
（例）相手に侮辱される／相手に無礼に扱われる
／相手に否定的な評価をされる／力関係において
相手が上位の場合、勝手に物事を決められる

⑵活動の妨害：相手から活動を制限される

表１　分析を行った日米のアニメーション作品

製作国 作品 巻数 エピソード 初放送年 発売年

日本 ちびまる子ちゃん

「おじいちゃんにお
歳暮を」の巻

「たこ焼きを作ろう」の巻
「おじいちゃんにお歳暮を」の巻
「青春って何だろう」の巻
「めざせ、丸尾賞 !!」の巻
「まる子教会へ通う」の巻

1995 2010

「まる子　きもだめ
しに出かける」の巻

「まる子　きもだめしに出かける」の巻
「掃除係の役割」の巻
「まる子の長電話にみんな迷惑する」の巻
「まる子　シイタケの栽培をする」の巻
「まる子　文化祭へ行く」の巻

1995 2010

「お姉ちゃんの誕生
パーティー」の巻

「おっちょこちょいのかよちゃん」の巻
「おひなさまを飾ろう」の巻
「お姉ちゃんの誕生パーティー」の巻
「春の小川へ行こう」の巻
「こたつを片付けよう」の巻

1996 2010

アメリカ ザ ・ シンプソンズ
（The Simpsons）

vol１

「シンプソン家のクリスマス」
「バートは天才 ?」
「ヒーロー誕生」
「ホーマーの大決心」
「バートン将軍」

1989

1990 2005

vol２

「リサのブルース」
「ホーマー自然に帰る」
「忘れられた英雄」
「恋におちて」

1990 2005

vol３

「パーティーはこりごり」
「バートのフランス日記」
「クラスティは強盗犯 ?!」
「子守のおばちゃま」

1990 2005
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（例）相手に私の計画が実行できないよう邪魔さ
れる／相手に私の自由やプライバシーを制限され
る／相手に不当な （理不尽な） 要求をされる

⑶関係ルールの違反：相手に人間関係上のルールを
違反される
（例）相手に約束を破られる、期待や信頼を裏切
られる／相手にルールやマナーに反することをさ
れる／相手に利用される

⑷意見 ・ 慣習の不一致：相手と意見や慣習が異なり、
対立する
（例）日常の決まりについて対立する／日常の出
来事や勉学上の問題で意見が対立する／相手と家
庭的背景や慣習が異なっている

⑸意思疎通の不足：相手とのミス・コミュニケーショ
ン
（例）相手とうまくコミュニケーションがとれな
い／コミュニケーション不十分で誤解が生じる／
反応に困る質問をされる

⑹利害の対立：相手と利害関係で対立する
（例）相手が私の要求に応じない／相手と金銭的
な問題で対立する

⑺身体的危害 ・ 生理的不快：相手から身体的危害、
生理的不快を受ける
（例）殴られる、蹴られるなど暴力を受ける／怖
がらせられる、驚かされる／自分のものを盗まれ
る、奪われる （物理的 ・ 経済的損失） 

葛藤処理方略　葛藤処理方略については、まず、Rahim 
& Bonoma（1979）の２次元５スタイルモデルおよび加
藤（2003）の対人葛藤方略スタイル尺度を参考に、統合、
回避、妥協、服従、支配の５カテゴリーを設定し、各葛
藤場面で用いられた処理方略の分類を試みた。しかし分
類の途中で、この５カテゴリーに含めにくい場面が複数
みられることがわかったため、本研究で新たな方略カテ
ゴリーとして、「不服」と 「第三者介入」を設定し、最終
的にこの７カテゴリーを用いて分類した。ここで「不服」
は、支配方略の中でも、相手を非難するだけで自己正当
化が見られない処理方略である。また「第三者介入」は、
葛藤当事者が葛藤処理方略をとる前に、第三者によって
なんらかの方略措置がとられたケースである。なお、葛
藤処理方略で、行動と精神の不一致 （例：本当は嫌だが、
相手の要望に応える行動をする） が見られた場合でも、
分類は行動に基づいて行った （上記の例の場合は、服従
に含まれる）。以下が葛藤処理方略の７カテゴリーの分類
基準と具体例である。

⑴統合：葛藤当事者と葛藤相手の両者が受け入れら
れるように交渉し、問題を解決する
（例）最良の結果が得られるように、両者の考え
を理解する／両者共に満足するような結論を見つ

け出そうとする／両者の目的を支持する
⑵回避：相手との直接的な葛藤を避けようとする

（例）対立を防ごうとする／できる限り口論にな
らないようにする／相手との衝突を避けようとす
る／話をごまかす／困った顔、嫌そうな顔、ショッ
クを受けるなどの表情

⑶妥協：葛藤当事者と葛藤相手の両者が相互に要求
や意見を譲歩し合い、お互いに受け入れられる結
果を得ようとする
（例）両者の意見の間を取ろうとする／お互いの
意見を水に流すよう主張する／代替案などを求め
る

⑷服従：葛藤相手の要求や意見に服従する
（例）相手の要求に従う／相手の望みどおりにす
る／相手の目的に沿うようにする

⑸支配：葛藤相手の利益を犠牲にしてでも、葛藤当
事者の要求や意見を通そうとする
（例）自分の意見、立場を押し通そうとする／自
分に有利な結果を得ようとする（自分の立場が有
利になる嘘をつくなど）／自分の意見を押し通すた
めに、様々な手段を使う／睨むなどの表情

⑹不服：相手に不満を持つが、相手を非難するだけ
で自己正当化が見られない
（例）相手を非難する／文句を言う、ケチをつけ
る／口を尖らせるなどの表情

⑺第三者介入：第三者が二者間の対人葛藤に介入し、
問題解決のため方略措置をとる
（例）第三者によってフォロー、援助される／第
三者が問題を解決する

処理結果　葛藤当事者がなんらかの葛藤処理方略をとっ
た際、どのような結果が描かれていたかについて、「当事
者優位結果描写の有無」と「相手優位結果の有無」のカ
テゴリーを設定した。ここで、当事者優位結果とは、葛
藤当事者の主張 ・ 要望がわずかでも通った場合など、葛
藤当事者の対人葛藤が解決された結果とした。相手優位
結果とは、葛藤相手の主張 ・ 要望がわずかでも通った場
合や、葛藤当事者の主張 ・ 要望が葛藤相手によって拒否
された場合など、葛藤当事者の対人葛藤が解決されなかっ
た結果とした。葛藤当事者及び葛藤相手両者の意見が反
映された場合は、当事者優位解決と相手優位解決のどち
らもカウントし、葛藤が解決されていない場合や葛藤処
理方略に対しての結果が不明な場合はどちらにもカウン
トしなかった

（４）

。
　以下が方略結果の３カテゴリーの分類基準と具体例で
ある。

⑴当事者優位解決：葛藤当事者の対人葛藤が解決さ
れた結果
（例）自分の意見が肯定される／自分の要求が受
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葛藤処理方略
　葛藤場面ごとに使われた対処方略がどのようなもので
あったのか、７つのカテゴリーに分類し、その割合に国
別の差がみられるか検討した（表３）。カイ二乗検定の結
果、１％水準で有意な差が見られた。残差分析を行なっ

たところ、「ちびまる子ちゃん」では葛藤処理方略として
回避が用いられることが多かった。また「ザ ・ シンプソ
ンズ」では、葛藤処理方略として支配が用いられること
が多かった。

け入れられる
⑵相手優位解決：葛藤当事者の対人葛藤が解決され

なかった結果
（例）相手が自分の意見、要求を受け入れない／
相手の要求を受け入れる

分類の手順
　分類は以下の手順で行った。まず「ちびまる子ちゃん」
全話のうち５話を抜き出し、第１著者と第２著者がそれ
らを別々に視聴し、対人葛藤場面の抽出と、描写のカテ
ゴリー化を行なった。分類が不一致だった部分について
協議し、明確な分類がなされるよう基準を細かく再定義
した。見直した基準にもとに第２著者が残りの話を視聴
し、対象となる葛藤エピソードを抜き出すとともに、各
葛藤場面について、葛藤争点、葛藤処理方略、処理結果
のカテゴリー分類を行った。最後に第１著者が、第２著
者の抜き出した葛藤エピソードをもとに分類が基準に沿っ

てなされていることを確認した。

結　果
「ちびまる子ちゃん」（15話）から抽出された対人葛藤場
面数は330個であった。「ザ ・ シンプソンズ」（13話）から
抽出された対人葛藤場面数は334個であった。

葛藤争点
　葛藤場面ごとに、描かれた葛藤争点を７つのカテゴリー
に分類し、その割合に国別の差がみられるか検討した（表
２）。カイ二乗検定の結果、１％水準で有意な差が見られ
た。残差分析を行なったところ、「ちびまる子ちゃん」で
は意思疎通の不足および利害の対立が対人葛藤として描
かれることが多かった。また「ザ ・ シンプソンズ」では、
意見 ・ 慣習の不一致身および身体的危害 ・ 生理的不快が
対人葛藤として描かれることが多かった。

表２　製作国別にみた葛藤争点

個人的攻撃 ・ 軽視 活動の妨害 関係ルールの違反 意見 ・ 慣習の不一致

日本
n 106 43 62 ６

％ 32.1 13.0 18.8 1.8↓

アメリカ
n 121 49 73 16

％ 36.2 14.7 21.9 4.8↑
意思疎通の不足 利害の対立 身体的危害 ・ 生理的不快

日本
n 59 39 15

％ 17.9↑ 11.8↑ 4.5↓

アメリカ
n 20 12 43

％ 6.0↓ 3.6↓ 12.9↑
χ2（6）＝53.867 p<.01
残差分析の結果、５％水準で有意に高かったものに↑、低かったものに↓をつけた

表３　製作国別にみた葛藤方略

統合 回避 妥協 服従 支配 不服 第三者介入

日本
n １ 88 ４ 40 142 49 ６

％ 0.3 26.7↑ 1.2 12.1 43.0↓ 14.8 1.8

アメリカ
n １ 44 ５ 53 190 38 ３

％ 0.3 13.2↓ 1.5 15.9 56.9↑ 11.4 0.9

χ2（6）＝25.902 p<.01
残差分析の結果、５％水準で有意に高かったものに↑、低かったものに↓をつけた
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処理結果
　 葛藤場面ごとに、対処の結果が当事者優位な形で描か
れていたか否かに大別し、その割合に国による差がみら
れるかカイ二乗検定を行った（表４）。その結果、有意差
はみられなかった。

　同様に、対処の結果が相手優位な形で描かれていた割
合が国によって異なるかカイ二乗検定を行った（表５）。
その結果、1％水準で有意な差が見られた。残差分析を行
なったところ、「ちびまる子ちゃん」では相手優位解決の
結果となることが多く、「ザ ・ シンプソンズ」では相手優
位解決の結果となることが少ないことが示された。

考　察
　本研究では、日米アニメーションにおいて描かれる葛
藤場面について、葛藤争点、葛藤処理方略、処理結果の
描写を比較し、これまでの対人葛藤の文化差研究の知見
を数量的な指標を用いて確認することを目的とした。

葛藤争点描写の文化差
　本研究では、仮説１として「対人葛藤場面の葛藤争点
として、日本では意思疎通の不足、アメリカでは個人的
攻撃 ・ 軽視および意見 ・ 慣習の不一致が多く描かれる」
を設定した。
　分析の結果、日本のアニメーション「ちびまる子ちゃ
ん」では、意思疎通の不足および利害の対立が対人葛藤
として描かれることが多く、アメリカのアニメーション

「ザ ・ シンプソンズ」では、意見 ・ 慣習の不一致身および
身体的危害 ・ 生理的不快が対人葛藤として描かれること
が多かった。

　日本のアニメーションで意思疎通の不足が対人葛藤と
して描かれることが多い一方、アメリカのアニメーショ
ンは、意見 ・ 慣習の不一致が対人葛藤として描かれるこ
とが多い点は仮説に一致していた。一方、個人的攻撃 ・
軽視については、予想した差は示されなかったため、仮
説1は部分的に支持される形となった。対人葛藤に関する
両文化の差が既存研究に沿った形で部分的に示されたこ
とから、子ども向けのアニメーションにおいても両国の
文化スクリプトが内容に反映された形で含まれているこ
とが示唆されたものと考える。
　葛藤争点の個人的攻撃 ・ 軽視において、日米で文化差
が見られなかった原因として、分析対象の違いが反映し
た可能性が考えられる。大渕 ・ 小嶋（1998）が行った葛
藤争点の研究における調査対象者は日米の大学生であっ
た。また大渕 ・ 小嶋（1998）の調査結果の中では、アメ
リカ人学生が多く経験した個人的攻撃 ・ 軽視は、親密で
ない関係において知覚されることが多いことが示されて
いた。本研究で取り扱った子ども向けアニメーションで
は、主たるキャラクターは子どもであり、さらに登場す
るキャラクター同士の関係についても他人であることは
稀で、葛藤は親密な関係で生じたものが中心であった。
アニメーションが対象とする年齢の設定、あるいは葛藤
当事者と葛藤相手の関係性が葛藤争点に影響をおよぼし
た可能性がある。
　また、日本のアニメーション「ちびまる子ちゃん」で
は、利害の対立が対人葛藤として描かれることが多く、
葛藤当事者の要求が受け入れられない場面が多く見られ
た。特に多かったのが、主人公さくらももこ（まる子）
が母親に何かをねだるが、母親はそれを拒否し、主人公
の要求を一蹴するというパターンだった。ただし、この
ような物語の展開は本作品の特徴であるともいえる。本
研究では分析対象とした日本のアニメーションを、「ちび
まる子ちゃん」の一作品のみとしたので、日本で製作さ
れた他のアニメーション作品でも、利害の対立が顕著に
描かれているかを確認する必要がある。

葛藤処理方略描写の文化差
　本研究では、仮説２として「葛藤場面の葛藤処理方略
として、日本では回避および服従、アメリカでは支配が
多く用いられる」を設定した。分析の結果、日本のアニ
メーション「ちびまる子ちゃん」は、葛藤処理方略とし
て回避が用いられることが多く、アメリカのアニメーショ
ン「ザ ・ シンプソンズ」では、葛藤処理方略として支配
が用いられることが多かった。さらに処理結果について
みると、日本のアニメーションではアメリカのものと比
べ相手優位で葛藤場面が終わることが多かった。日本作
品では回避方略が用いられる場面が多かったが、結果と
して相手が優勢になったまま葛藤処理を終えるスクリプ

表４　製作国別にみた当事者優位解決の有無

当事者優位解決なし 当事者優位解決あり

日本
n 269 61

％ 81.5 18.5

アメリカ
n 256 78

％ 76.6 23.4

χ2（1）＝2.377 n.s.

表５　製作国別にみた相手優位解決の有無

相手優位解決なし 相手優位解決あり

日本
n 120 210

％ 81.5↓ 63.6↑

アメリカ
n 156 178

％ 46.7↑ 53.3↓
χ2（1）＝7.311 p<.01
残差分析の結果、５％水準で有意に高かったものに↑、低かっ
たものに↓をつけた
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ト構造になりやすいことがわかる。服従方略については
両国で差が見られなかったが、全体としては日本では回
避方略や他者志向性の強い方略といった葛藤処理方略が
多く用いられやすいという、従前の対人葛藤の文化差研
究（Ohbuchi, Fukushima, & Tedeschi, 1999；Ohbuchi, 
Sato, & Tedeschi, 1999；兪, 2016）、あるいはメディアに
おける文化的スクリプトの文化差研究と一貫した知見が
示されている。
　なお、服従方略は日本で多いと予測されていたが、「ち
びまる子ちゃん」では服従方略はほとんど使われなかっ
た。この理由として、日本のアニメーションにある文化
的スクリプトが、対人葛藤処理方略として他者を配慮す
ることより、まず葛藤を避ける構造になっているため服
従方略そのものが使用されず、結果としてアメリカと差
がみられなかった可能性がある。
　ただし、描写される対処方略の傾向についても、分析
対象となった２つのアニメーションの作品の特徴が影響
していると考えられる。服従方略に差がみられなかった
ことについても、登場人物や物語構造の特徴、登場人物
の年齢やターゲットとなる視聴者の年齢等の差異が影響
している可能性がある。

本研究の問題と課題
　本研究では「ちびまる子ちゃん」と「ザ ・ シンプソン
ズ」を日本とアメリカのアニメーションの例として取り
上げ、その中で描かれる葛藤場面を分析した。描かれた
葛藤争点、処理方略、処理結果の割合が日米で異なるか、
数量的分析を行った結果、日米アニメーション間には差
がみられ、その差のあり方は対人葛藤における既存研究
の結果と部分的に一致することが示された。このことか
ら、対人葛藤における日米の文化的スクリプトは、アニ
メーションにも存在しており、アニメーションに頻繁に
接する子どもにとってそれが文化的スクリプトを獲得す
る道具の一つとして機能しているものと考える。
　ただし本研究はいくつかの課題を残している。まず方
法論上の問題である。もっとも検討しなくてはならない
点は、分析対象選出の妥当性である。本研究ではちびま
る子ちゃんとザ ・ シンプソンズを、それぞれの国で広く
知られており、子どもを中心にして多くの人々に視聴さ
れていることから、代表的アニメーションとして選出し
た。両作品は、主人公の家族を軸に物語が展開するなど
設定に類似点があったが、場所や設定上の違いが、描か
れた葛藤場面の性質に影響を与えていた可能性がある。
このため本研究で示された両国の差が文化によるものだ
と言い切ることはできない。加えて本研究が用いた「ザ ・
シンプソンズ」の DVD は日本で販売されたものであり、
日本販売の際に日本の文化スクリプトに合うエピソード
が選択された可能性がある。また日本語吹き替え版が原

作のものと表現がどの程度異なっているのかも比較検討
されていない。今後は、分析対象とするアニメーション
作品の種類を増やし多様な素材を分析していくとともに、
原作に近い素材を扱う工夫も必要と考える。
　第２に、分類手続きである。本研究では葛藤争点や処
理方略の分類を主として第２著者がひとりで行なってい
る。今後の研究では、分類を複数名で行い一致率を算出
するなど、分類結果の信頼性を高める手続きが必要であ
る。
　第３に、葛藤分類の基準や枠組みに関する問題である。
葛藤方略の分類について、本研究では既存の対人葛藤方
略の５分類に独自に不服と第三者介入を追加して分析を
行なっている。追加した２つのカテゴリーについては、
結果として日米差が見られなかったが、このカテゴリー
の妥当性および葛藤処理方略の中で当該カテゴリーがど
のように位置づけられるかについては、改めて詳細に検
討していく必要がある。また、本稿では詳細な分析結果
は示していないが、葛藤当事者と葛藤相手の関係性によっ
ても、葛藤争点および葛藤方略が日米で異なる可能性が
示唆されている。たとえば、権利の侵害場面では、日本
では友人の場合も他人の場合も、権利の主張が多く用い
られた一方、アメリカでは友人の場合には身体的攻撃お
よび第三者介入と感情的反応が、他人の場合には身体的
攻撃 ・ 第三者介入 ・ 感情的反応 ・ 服従が多く用いられて
いる傾向がうかがわれた。これらの違いについて量的な
指標や統計的検定は行なっていないが、登場する葛藤当
事者と葛藤相手の関係性によっても葛藤争点および葛藤
方略が日米で異なる可能性がある。今後は、登場キャラ
クターの種類やキャラクター同士の関係性によっても文
化差が発生するかを確認することが求められる。
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注
１）	 本稿は第２著者の卒業論文（田中　実（2017）「日米

のアニメーションにおける対人葛藤状況の比較　平成
29年度立正大学卒業論文）の一部を、第１著者が再構
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成したものである。
２）	 対人葛藤の処理方略は、解決方略あるいは対処方略

という用語が使われる場合も多いが、本研究では葛藤
処理方略で統一した。
３）	 塘ら（1998）は、プライマリーコントロールを「自

分と対立する他者や環境といった自分の外の世界を操
作することによって、外的刺激に対処する方法」、セカ

ンダリーコントローを「自分側の考え方を変化させる
ことによって、他者の考えや環境に対処する方法」と
説明している。
４）	 田中（2017）では、三者が介入することで葛藤が解

決 ・ 終了した場面の分類も試みているが本稿では省略
した。

要　約
　本研究では、日本とアメリカのテレビ ・ アニメーションの中に描かれる対人葛藤の文化差を分析した。広
く知られているテレビ ・ アニメーションとして、日本から「ちびまる子ちゃん」、アメリカから「ザ ・ シンプ
ソンズ」に注目した。両番組の中から、ちびまる子ちゃんについては15話の中から330個の対人葛藤場面を、
ザ ・ シンプソンズについては13話の中から334個の対人葛藤場面を抽出した。それぞれの場面の葛藤争点、葛
藤処理方略、処理結果を分類し、両国間で差を検討した。その結果、主な差異は以下の通りであった。⑴葛
藤争点 : 日本では意思疎通不足と利害対立が多く、アメリカでは意見 ・ 慣習の不一致および身体的危害 ・ 生
理的不快が描かれる割合が高かった。⑵葛藤処理方略 : 日本では回避が多く、アメリカでは支配が用いられ
やすかった。⑶葛藤処理結果 : 日本ではアメリカと比較して相手優位の解決になることが多かった。これら
の結果は、テレビ ・ アニメーションに描かれた文化的スクリプトの内容が、従前の対人葛藤の文化差の知見
と一致していることを示している。

キーワード：文化差、文化的スクリプト、葛藤処理方略


